
公立丹南病院広報誌
ご自由にお持ちください

通
信

2026年

Vol.68

人生100年時代の
骨の話

二次性骨折予防	 � 	
～骨折の危険性の高い骨粗鬆症～
整形外科・リハビリテーション科の竹浦直人です。

健康寿命が世界一の長寿社会を迎えて、整形外科の地
域社会に対する役割やニーズも徐々に変化してきてい
ると感じています。厚生労働省によると「人生100年
時代に、高齢者から若者まで、全ての国民に活躍の場
があり、全ての人が元気に活躍し続けられる社会、安
心して暮らすことのできる社会をつくることが重要な
課題」です。要支援・要介護の原因となる運動器の問
題として、二次性骨折があります。
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骨折（股関節）とドミノが倒れて
いくように骨折の連鎖が始まり、この二次性骨折を予
防することが健康寿命を延ばすために重要です。橈骨
遠位端骨折、椎体骨折、大腿骨近位部骨折と骨折を繰
り返すたびに健康度が低下していきます。骨粗鬆症の
公表データでは、①骨粗鬆症患者は推計1590万人で
そのうち1180万人が女性です。②80歳以上の女性の
2人に1人が骨粗鬆症と考えられます。

骨代謝� 	
骨吸収の主役は破骨細胞、骨形成の主役は骨芽細胞
骨粗鬆症の治療をするためには、骨の代謝（オステ
オアナボリック）を考える必要があります。骨も生き
ているのでターンオーバーしていきます。「古くなっ
た骨」を「破
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細胞」が血中のカルシウムを材料
にして「新しい骨」をつくります。この骨吸収と骨形

成のバランスが崩れると骨が弱く、折れやすくなりま
す。骨粗鬆症の治療薬は、この「骨吸収抑制剤（破骨
細胞のはたらきを抑える）」か「骨形成促進剤（骨芽
細胞のはたらきを応援する）」、あるいは「その両方」
のタイプになります。骨密度や骨代謝マーカーから、
その人の骨代謝に応じた治療が推奨されます。二次性
骨折予防には、このアナボリックファーストの考え方
が重要と言われています。
骨粗鬆症の治療期間、骨
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択があります。骨形成促進剤は使用中断すると1年で
治療前の骨質に戻ってしまいます。また骨吸収抑制剤
も中断すると2～4年で元の骨質に戻ってしまいます。
また変形性関節症の患者さんでは、骨密度だけでは評
価しきれない、骨質劣化型のイミネントフラクチャー
リスクが潜んでいます。年齢や治療の継続が可能かど
うかも考えて治療薬を選択していきます。
骨粗鬆症には運動療法も忘れてはいけません。運動

療法のガイドラインでは、レジスタンスエクササイズ
（ウエイトやマシーンを使った筋トレ）とインパクト
エクササイズ（落下着地を伴うジャンプ動作）を組み
合わせることで、骨強度が増強し、体幹バランスが改
善し、転倒リスクが減少します。二次性骨折を予防し
て、健康寿命を延ばしましょう！

整形外科科長・リハビリテーション科科長
竹浦直人

骨は骨吸収と骨形成を繰り返している

骨粗鬆症 骨吸収＞骨形成

①→② �古くなった骨を破骨細胞が溶かす 
（骨吸収）【数週間】

③→④ �骨芽細胞が新しい骨をつくる 
（骨形成）【数か月】

リモデリングが増えると骨質が良くなる
骨質が悪くなると骨が折れやすくなる

骨吸収と骨形成のバランスが崩れると骨強度が低下する
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